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維
新
十
傑
の
一
人

　

明
治
維
新
の
余
韻
が
ま
だ
社
会
に
蔓
延
し
て
い
る

時
期
の
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
作
家
の
山
脇

之し

人じ
ん

が
出
版
し
た
『
維
新
元
勲
十
傑
論
』
と
い
う
書

物
が
あ
る
。
明
治
維
新
の
実
現
に
貢
献
し
た
一
〇
人

を
紹
介
す
る
内
容
で
あ
り
、
薩
摩
の
西
郷
隆
盛
、
大

久
保
利
通
、
長
州
の
木
戸
孝
允
、
大
村
益
次
郎
、
前

原
一
誠
、
広
沢
真さ

ね
お
み臣
、
佐
賀
の
江
藤
新
平
、
熊
本
の

横
井
小し

ょ
う
な
ん楠
、
公
家
の
岩
倉
具
視
の
九
名
は
有
名
で
あ

る
が
、
も
う
一
人
、
薩
摩
の
小
松
帯
刀
と
い
う
人
物

を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
伊
藤
痴ち

遊ゆ
う

の
『
実
録
維
新
十
傑
』（
一

九
三
四
）
や
金
澤
正し

ょ
う
ぞ
う造

の
『
維
新
十
傑
傳
』（
一
九

四
一
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
は
重
複

す
る
人
物
が
選
択
さ
れ
て
い
る
が
、
小
松
帯
刀
を
紹

介
し
て
い
る
の
は
前
述
の
山
脇
之
人
の
著
書
の
み
で

あ
る
。
裏
方
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
と
、
三
七
歳
と

い
う
若
年
で
死
亡
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
般
に
は
有

名
で
は
な
い
が
、
坂
本
龍
馬
以
上
に
重
要
な
人
物
で

あ
っ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
こ
の
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
活
躍
し
た
人
物
を
紹
介
し
た
い
。

　

帯
刀
が
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
以
後
の

文
章
で
紹
介
し
て
い
く
が
、
当
時
の
二
人
の
異
国
の

人
間
の
言
葉
が
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス

の
駐
日
公
使
と
な
る
Ｅ
・
サ
ト
ウ
は
「
日
本
で
出
会

っ
た
一
番
魅
力
の
あ
る
人
物
で
、
家
老
の
家
柄
の
人

間
に
似
合
わ
ず
政
治
の
才
能
が
あ
り
、
傑
出
し
た
人

物
で
あ
る
」
と
評
価
し
、
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
の
駐
日

公
使
で
薩
摩
を
訪
問
し
た
こ
と
も
あ
る
Ｈ
・
パ
ー
ク

ス
も
「
非
常
に
知
恵
が
あ
り
、
対
応
の
見
事
な
人
物

で
あ
っ
た
」
と
記
述
し
て
い
る
。

長
崎
で
最
新
の
軍
事
技
術
を
習
得

　

帯
刀
は
一
八
三
五
（
天
保
六
）
年
に
薩
摩
の
喜き

入い
れ

領
主
の
肝き

も
つ
き
か
ね
よ
し

付
兼
善
の
四
男
と
し
て
鹿
児
島
城
下
の
喜

入
屋
敷
で
誕
生
し
た
。
父
母
は
次
男
を
寵ち

ょ
う
あ
い愛

し
て
い

た
た
め
、
両
親
の
愛
情
を
十
分
に
享
受
で
き
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
が
帯
刀
の
自
立
の
精
神
を
涵
養
し
た
と

小
松
帯
刀
（1835-70

）

【
連
載
】『
凛
々
た
る
人
生
』

─
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艦
の
操
船
や
電
気
水
雷
の
技
術
な
ど
を
習
得
し
六

月
に
帰
郷
す
る
。
そ
し
て
藩
主
の
忠
義
の
面
前
で
、

長
崎
で
習
得
し
た
水
雷
の
爆
発
を
実
演
し
、
そ
の

功
績
に
よ
っ
て
翌
年
に
は
忠
義
の
実
父
で
あ
る
島

津
久
光
の
御
側
用
人
に
抜
擢
さ
れ
、
弱
冠
二
七
歳

で
藩
政
の
改
革
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
翌
年

に
は
幕
政
改
革
を
進
言
す
る
た
め
に
江
戸
へ
出
向

い
た
久
光
に
随
行
す
る
が
、
そ
の
帰
路
で
生な

ま
む
ぎ麦
事

件
に
遭
遇
す
る
。

　

久
光
が
京
都
へ
上
洛
す
る
帰
路
、
四
〇
〇
人
余
の

行
列
で
武
蔵
国
生
麦
村
を
通
行
し
て
い
た
。
そ
こ
へ

イ
ギ
リ
ス
の
三
人
の
男
性
と
一
人
の
女
性
が
騎
馬
で

行
列
に
逆

行
す
る
よ

う
に
進
行

し
て
き
た
。

そ
こ
で
藩

士
が
無
礼

で
あ
る
と

殺
傷
し
、

一
人
が
死

亡
、
二
人

が
重
傷
と

い
う
事
件

に
な
っ
た

（
図
３
）。

こ
の
事
後

さ
れ
て
い
る
。
一
〇
代
前
半
か
ら
勉
学
に
大
変
に
熱

心
で
、
儒
学
や
漢
学
や
歌
道
を
習
得
す
る
が
、
生
来

の
虚
弱
な
体
質
の
た
め
病
床
に
あ
る
こ
と
が
頻
繁
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
武
士
と
し
て
武
術
の
修
練
も
す

る
と
い
う
気
概
が
あ
っ
た
。

　

二
一
歳
に
な
っ
た
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
に

江
戸
屋
敷
で
の
勤
務
と
な
る
が
、
二
ヶ
月
後
に
は

薩
摩
に
帰
国
し
、
薩
摩
国
吉よ

し
と
し利
村
領
主
の
小
松
清き

よ

猷も
と

の
跡
目
養
子
と
な
っ
て
家
督
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
清
猷
の
妹
で
あ
る
近ち

か

と
結
婚
し
た
。
本
筋

に
関
係
な
い
が
、
日
本
最
初
の
新
婚
旅
行
は
一
八

六
六
（
慶
応
二
）
年
に
帯
刀
の
世
話
に
よ
っ
て
坂

本
龍
馬
が
新
妻
の
龍り

ょ
う

と
霧
島
温
泉
に
旅
行
し
た
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
帯
刀
は
一
〇
年
前
に
近
と

新
婚
旅
行
で
霧
島
温
泉
に
滞
在
し
て
お
り
、
こ
ち

ら
が
日
本
最
初
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
結
婚
し
た
時
期
か
ら
帯
刀
は
急
速
に
多

忙
に
な
る
。
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
に
薩
摩
藩
主

で
富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
に
尽
力
し
た
名
君
の
島
津

斉な
り

彬あ
き
ら（

図
１
）
が
五
〇
歳
そ
こ
そ
こ
で
逝
去
し
、
養

子
で
あ
っ
た
島
津
忠
義
（
元
服
し
て
か
ら
の
初
名
は

忠た
だ
の
り徳
）（
図
２
）
が
藩
主
に
な
る
と
、
帯
刀
は
当
番

頭
兼
奏
者
番
と
い
う
職
務
に
任
命
さ
れ
、
貨
幣
鋳
造

な
ど
重
要
な
仕
事
を
担
当
す
る
が
、
三
年
後
に
西
洋

の
先
端
技
術
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
に
出
張
す
る
こ

と
に
な
り
、
人
生
が
転
換
す
る
。

　

一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
一
月
に
長
崎
に
出
張

を
下
命
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
艦
に
乗
船
し
て
軍

図
3 

事
件
当
時
の
生
麦
村

図 1 島津斉彬（1809-58）

図
2 

島
津
忠
義
（1840-97

）
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さ
れ
て
藩
政
に
直
接
関
係
す
る
立
場
に
な
り
、
さ
ら

に
幕
末
の
激
動
す
る
時
代
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　

ま
ず
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
に
「
八
月
十
八
日

の
政
変
」
と
名
付
け
ら
れ
る
事
変
が
発
生
す
る
。
遠

因
は
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
に
朝
廷
の
勅
許
な
し

で
大
老
の
井
伊
直
弼
が
西
欧
五
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
・

オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
）
と

通
商
条
約
を
締
結
し
た
「
安
政
五
カ
国
条
約
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
日
本
に
不
利
な
規
定
が
数
多
く
あ
っ
た

た
め
「
安
政
不
平
等
条
約
」
と
批
判
さ
れ
、「
安
政

の
大
獄
」
や
「
桜
田
門
外
の
変
」
な
ど
の
事
件
の
誘

引
と
な
る
。

　

こ
こ
で
帯
刀
は
名
前
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に

武
士
で
あ
り
、
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
の
「
八
月

十
八
日
の
政
変
」
で
、
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た

長
州
の
勢
力
が
失
地
回
復
の
た
め
会
津
藩
主
の
松
平

容か
た
も
り保
た
ち
の
排
除
を
目
指
し
て
挙
兵
し
た
「
禁
門
の

変
」
で
は
、
長
州
掃
討
の
主
力
と
し
て
奮
闘
し
た
。

結
果
は
長
州
の
敗
戦
と
な
る
が
、
京
都
は
「
大
坂
夏

の
陣
」
以
来
の
戦
場
と
な
り
、
約
三
万
戸
が
焼
失
し

た
。
帯
刀
は
長
州
が
備
蓄
し
て
い
た
コ
メ
を
民
衆
に

配
布
す
る
と
い
う
人
情
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

安
政
五
カ
国
条
約
の
不
平
等
感
や
生
麦
事
件
で
の

賠
償
の
経
験
な
ど
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帯
刀
は
西
洋

諸
国
を
嫌
悪
す
る
の
で
は
な
く
、
短
期
で
は
あ
る
が

長
崎
で
の
経
験
か
ら
、
外
国
の
情
報
や
知
識
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
、
長
崎
を
拠
点
と
す

る
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
Ｔ
・
グ
ラ
バ
ー
に
協
力
を
依
頼

し
、
一
八
六
五
年
に
一
九
名
の
薩
摩
の
若
者
を
イ
ギ

リ
ス
に
密
航
さ
せ
て
い
る
。
明
治
維
新
で
活
躍
す
る

寺
島
宗
則
、
五
代
友
厚
、
森
有あ

り
の
り礼
な
ど
は
、
こ
の
機

会
に
留
学
し
た
若
者
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
禁
門
の
変
で
は
敵
対
し
て
い
た
長
州
と
も

関
係
を
修
復
し
、
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
に
は
帯

刀
と
西
郷
が
段
取
り
を
し
て
坂
本
龍
馬
が
長
州
の
桂

処
理
が
さ
ら
に
紛
争
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
。
当
時
の

外
国
へ
の
反
感
か
ら
、
民
衆
は
「
流
石
は
薩
摩
」
と

賞
賛
し
、
東
海
道
筋
の
民
衆
は
上
洛
す
る
久
光
の
行

列
を
歓
迎
し
た
と
さ
れ
る
。

　

幕
府
は
金
銭
で
結
着
さ
せ
よ
う
と
大
金
を
支
払
う

が
、
イ
ギ
リ
ス
は
七
隻
の
軍
艦
を
鹿
児
島
湾
に
侵
入

さ
せ
て
薩
摩
と
も
賠
償
交
渉
を
す
る
。
交
渉
は
不
調

で
、
薩
摩
が
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
を
砲
撃
す
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
が
薩
摩
藩
船
を
拿だ

ほ捕
し
た
こ
と
を
契
機
に
薩
英

戦
争
が
勃
発
し
た
（
図
４
）。
戦
闘
は
三
日
で
終
了

す
る
が
、
結
果
と
し
て
薩
摩
は
イ
ギ
リ
ス
に
六
万
両

余
を
支
払
っ
て
決
着
し
た
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
藩

内
で
の
攘
夷
の
意
見
は
下
火
に
な
り
、
開
国
の
方
向

に
転
換
し
て
い
く
。

幕
末
の
動
乱
時
代
に
活
躍

　

こ
の
よ
う
に
社
会
が
激
変
す
る
幕
末
に
、
薩
摩
に

帰
藩
し
た

帯
刀
は
家

老
に
就
任

し
、
久
光

の
御
側
詰

役
に
任
命

さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
外

に
も
、
御

軍
役
掛
、

御
勝
手
掛
、

蒸
気
船
掛
、

唐
物
取
締

掛
、
御
製

薬
方
掛
な

ど
数
多
く
の
役
職
に
任
命
さ
れ
、
い
か
に
優
秀
で
、

周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
か
が
理
解
で

き
る
。
そ
し
て
帯
刀
は
家
老
吟
味
（
見
習
）
に
抜
擢

図
4 

薩
英
戦
争
（1863.8.15

-17

）
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す
べ
て
の
明
治
政
府
で
の
官
職
も
辞
退
し
、
県
内
の

原は
ら

良ら

に
あ
る
別
邸
に
移
動
し
て
病
気
療
養
に
専
念
し

た
。
政
府
か
ら
は
全
快
次
第
上
京
す
る
よ
う
に
要
請

さ
れ
る
が
、
生
来
の
病
弱
の
体
質
も
影
響
し
、
幕
末

の
動
乱
に
対
処
し
て
衰
退
し
て
き
た
肉
体
は
回
復
せ

ず
、
残
念
な
が
ら
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
七
月
に

逝
去
し
た
。

　

帯
刀
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
お
い
て
さ
え

早そ
う
せ
い逝
と
さ
れ
る
弱
冠
三
七
歳
で
病
没
し
た
こ
と
も
影

響
し
、
現
在
で
は
明
治
維
新
に
貢
献
し
た
幕
末
の
志

士
と
し
て
社
会
に
名
前
が
浸
透
し
て
い
な
い
が
、
当

時
の
僚
友
に
は
最
大
に
評
価
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ

っ
た
。
一
例
と
し
て
、
京
都
の
帯
刀
の
屋
敷
に
西
郷

隆
盛
、
坂
本
龍
馬
、
陸む

つ奥
宗
光
、
広
沢
真
臣
な
ど
が

参
集
し
て
、
維
新
が
成
功
し
た
場
合
の
政
府
の
人
事

を
議
論
し
た
と
き
、
西
郷
の
要
請
で
龍
馬
が
記
載
し

た
人
事
構
想
の
書
面
が
あ
る
。

　

関
白
（
天
皇
を
補
佐
す
る
官
職
）、
議
奏
（
天
皇

に
上
奏
す
る
役
目
の
公
家
）、
参
議
（
朝
政
に
参
議

す
る
役
目
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
龍
馬
が
名
前

を
列
記
す
る
が
、
参
議
に
つ
い
て
最
初
に
名
前
が
記

載
さ
れ
て
い
る
の
は
西
郷
隆
盛
、
桂
小
五
郎
、
横
井

小
楠
、
由
利
公
正
な
ど
で
は
な
く
、
小
松
帯
刀
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
前
に
薩
摩
に
お
い
て
龍
馬
が
帯
刀
と

肝
胆
相
照
ら
す
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と

し
て
も
、
帯
刀
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
社
会

が
変
動
す
る
時
期
の
重
要
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
五
郎
と
高
杉
晋
作
と
下
関
で
会
談
、
翌
年
に
京
都

で
薩
長
同
盟
が
成
立
す
る
。
そ
の
直
後
に
薩
摩
の
定

宿
で
あ
る
京
都
伏
見
の
寺
田
屋
に
滞
在
し
て
い
た
龍

馬
が
伏
見
奉
行
の
一
隊
に
襲
撃
さ
れ
て
負
傷
し
た
。

そ
こ
で
帯
刀
は
龍
馬
と
妻
の
龍
と
と
も
に
京
都
か
ら

薩
摩
に
移
動
し
霧
島
温
泉
に
案
内
し
た
。
こ
れ
が
前

半
に
紹
介
し
た
新
婚
旅
行
の
経
緯
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
鎖
国
時
代
に
若
者
を
留
学
の
た

め
外
国
に
密
航
さ
せ
た
よ
う
に
、
薩
摩
は
海
外
と
の

関
係
に
幕
末
か
ら
努
力
し
て
き
た
。
一
例
と
し
て
一

八
六
七
（
慶
応
三
）
年
四
月
か
ら
半
年
間
、
パ
リ
で

開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
幕
府
、
佐
賀
藩
と
と
も

に
薩
摩
藩
も
出
展
し
て
い
る
。
薩
摩
藩
は
会
場
に
独

自
の
建
物
を
建
造
し
て
薩
摩
や
琉
球
の
物
産
を
展
示

し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
「
薩
摩
琉
球
国
勲
章
」
を

授
与
す
る
な
ど
独
立
し
た
国
家
の
よ
う
な
行
動
で
あ

っ
た
（
図
５
）。

早
過
ぎ
た
逝
去

　

明
治
政

府
は
維
新

に
貢
献
し

た
薩
摩
の

功
績
に
配

慮
し
、
帯

刀
は
明
治

天
皇
の
東

京
遷
都
の

先
発
を
下

命
さ
れ
る

が
、
病
気

を
理
由
に

辞
退
す
る

と
と
も
に
、

つ
き
お 

よ
し
お

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。
名
古

屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
、
総
務
省
総
務
審
議
官
な
ど
を
経
て

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
通
信
政
策
、
仮
想
現
実
。
趣
味
は
カ

ヤ
ッ
ク
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
。
著
書
は
『
縮
小
文
明
の
展

望
』『
先
住
民
族
の
叡
智
』『
転
換
日
本
』『
凛
々
た
る
人
生
』『
爽
快

な
る
人
生
』『
意
志
あ
る
人
生
』
な
ど
多
数
。

図
5 
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
薩
摩
藩
展
示
館

                                             

（1867

）




